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　史上初めての米朝首脳会談が、6月12日に開催されました。
報道等によると、賛否両論あるようですが、何はともあれ、1
年前の軍事行動が即発するのではという状態から考えると、非
常に喜ばしいことだと感じております。一方、経済面では、米
国の貿易赤字問題に端を発した世界貿易戦争の懸念が高まって
おり、こちらは困ったものだと危惧しております。どちらも、
米国が中心的役割を担っていますが、いずれにしても関係国の
話し合いで、適切、且つ穏便に課題が解決されることを切に期
待しております。
　さて、話は変わりますが、本号のテクノスコープでは「高純
度鉄」について掲載しております。不勉強でしたが、純度を極

限まで向上させた金属材料は、通常の工業材料とは大きく異な
る特性を発現し、従来の知識を根本的に変える可能性を持つよ
うです。また、超高純度鉄は、日本において長年研究されてき
ており、日本が世界をリードしている技術の一つと言えるよう
です。まだまだ、量産化技術、製造コストの面で実用化には課
題が多いようですが、こちらは、是非、日本が中心となり、実
用化されることを期待しております。
　今後とも、本誌から色んな知識が得られるよう、微力ながら
努力したいと思いますので、皆様のご協力、ご指導の程、よろ
しくお願い致します。
� （Y.�K．）
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自動研磨機 SCANDIMATIC 33305

試料埋め込み材料、アクセサリー

精密切断機 MINICUT 4000

ヨーロッパ伝統の重錘を使った昔ながらのシンプルにして堅牢な研磨機。
必要最低限の機能のみを搭載。それが経済的な価格を生み出しました。

SCANDIA社の消耗品は極めて高い評価をいただいております。
その代表作がSCANDIQUICKです。

その他各種有効な消耗品を用意してございます。

●φ200mmの研磨盤対応
●重錘はφ25mm、φ30mmの試料で3個、
　φ38mmの試料には2個一度に研磨可能
●研磨盤回転数は40～600rpm、1rpm毎に設定可能
●本体、PVC製研磨盤、バフを含めて定価100万円（税別）

●試料への密着性が高い常温硬化剤。硬化時間はわずか5分
●構成は粉末硬化剤と液体硬化剤。これを10:6の比率で混合

●低速で試料にストレスを与えず
●50～1,000rpmの広い範囲での設定可能
●切断位置はマイクロメーターで±0.01mmで設定可能
●ダイヤモンド、CBN、SIC製の切断刃を用意

期間限定キャンペーン中!!
研磨機・切断機

詳細はお問い合わせください。
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